




















1) Marcel Proust,À la recherche du temps perdu,《 Bibliothèque de la Pléiade》, Gallimard, I, II, III, IV, 1987-1989.
以後当作品からの引用は、巻数と頁数によって引用の下部に直接示すものとする。なお、邦訳としては「ちくま文庫」
版全 10 巻（井上究一郎訳、筑摩書房、1992 一 93）を適宜参考にした。また、現在第 4巻まで出版中の「岩波文庫」















































































































































































































































































































































































































































































































































































































5) 土田知則、前掲書、特に、「7 プルーストの隠喩―換隠、直喩の方へ」pp. 78-88. を参照のこと。































































(付記 : 本稿は、学習院大学外国語教育研究センター 2011年度研究プロジェク
ト《「越境」文学研究 : 言語の「境界」、「境界」の言語》の成果に基づくもので
ある。)
越境する時空−『失われた時を求めて』における「記憶」と「認識」について（中村容）
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